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1. 問題と目的 

現在、心理社会ストレス研究において、対人関係がストレッサーとなる可能性は少なからず

指摘されており（加藤, 2000; 嶋,1992）、青年期においては、発達課題に直面する際に、対人

ストレスの生起は不可避であることも知られている(Seiffge-krenke ＆ Shulman, 1993)。青

年期に位置する大学生のメンタルヘルスの中でも特に対人関係によるストレスが多いことが

明らかとなっており（日本学生支援機構，2011）、多くの大学生が対人関係において様々なス

トレスを感じ、人それぞれ対処方法を選択している。 

心理臨床の領域では、患者もしくはクライアントに対して予診やインテーク面接を行う際、

多くの場合、家族や生育歴に関する情報を収集する。それは、その人をよく知るための情報で

あり、少なからず両親の養育スタイルや環境がその人の特性と関連していると考えられている

からである。対人関係におけるストレスへの対処方法（対人ストレスコーピング）をどのよう

に選択するかという点においても、その人の特性が反映された対処だと考えると、両親の養育

スタイルが対人ストレスコーピングの選択に影響しているのではないかと考えられる。 

これらを踏まえ、本研究では親の養育スタイルと対人ストレスコーピングの選択との関連性

を調査する。調査をする際、親の養育スタイルと、それに対応した子どもの性格が 6 タイプ（魅

力的操作者・おどけた反抗者・創造的夢想家・才気ある懐疑者・責任感ある仕事中毒者・熱狂

的過剰反応者）あるとされる『人格適応論』という、最近注目されている理論を基に研究を進

める。人格適応論では、6 つのタイプ毎に他者と関わる入口である「オープン・ドア」と、治

療のターゲットになる「ターゲット・ドア」、治療の結果大きな変化をもたらす「トラップ・

ドア」が存在すると考えられており、この 3つの「ドア」には〈思考〉〈感情〉〈行動〉のいず

れかがあたり、その組み合わせは適応タイプ毎に異なる。「ドア」の選択を間違えると、相手

と信頼関係を築けなかったり、治療に抵抗が生じるため、「ドア」の選別は重要だと言える。 

本研究では人格適応論を中心に、対人ストレスコーピングとの関連性を研究することで、親

の養育スタイルに対応した子どもの性格と、コーピングスタイルとの関連性が見えてくると考

えている。関連性が明らかになることで、コーピングスタイルの特徴から、適応タイプ、引い

ては「ドア」の選別の手がかりが得られると考えている。これらを目的に本研究を行う。 

 

2. 方法 

首都圏の私立大学に在学する大学生約 400 名を対象に質問紙を配布した結果、有効回答は 201

名（男性：82人 女性：118人 合計：201人）であった。平均年齢は全体で 20.04（±1.12）歳、男性は

19.99（±1,12）歳、女性は 20.08（±1.12）歳であった。  

 質問紙の構成は、①ジョインズ人格適応型心理検査第 3版（ヴァン・ S・ ジョインズ 2002）

と、②青年（高校生・大学生）・成人を対象とした、対人ストレスコーピング尺度（加藤司 2000）

を用いる。②の質問紙には、ポジティブ関係コーピング（相手との関係性を改善しようとする

対処）、ネガティブ関係コーピング（相手との関係を放棄・破壊する対処）、解決先送りコーピ

ング（問題を問題と捉えず、時間が解決するのを待つような対処）という３つの下位尺度が存

在する。 



 

 

3. 結果と考察 

■適応タイプと対人ストレスコーピングとの相関係数 

各適応タイプと対人ストレスコーピングとの相関係数を算出した結果、ポジティブ関係コー

ピングと熱狂的過剰反応者との間に弱い正の相関(r=.36 p<.01)があった。この結果からポジ

ティブ関係コーピングを選択するタイプは、熱狂的過剰反応者である傾向が示唆された。熱狂

的過剰反応者は、自分の感情を大切にされることが重要であるため、ポジティブ関係コーピン

グを選択するタイプは、〈感情〉という「ドア」からアプローチすることが有効だと考えられ

る。ネガティブ関係コーピングは創造的夢想家(r=.31 p<.01)、魅力的操作者(r=.22 p<.01)、

おどけた反抗者(r=.20 p<.01)、責任感ある仕事中毒者(r=.20 p<.01)との間に弱い正の相関

があった。ネガティブ関係コーピングは複数の適応タイプと同程度の相関があるため、ネガ

ティブ関係コーピングの得点から、適応タイプ、引いては「ドア」を選別するのは困難である

と分かった。そして、解決先送りコーピングと適応の６タイプの間には優位な相関はなかった。

飯沼（2012）によると、ネガティブ関係コーピング高得点者の中には、異なる特徴を持つ２群

が存在し、「無思考、特性的使用群」（唯一の方略として選択しており、深く考えない、もしく

は何も考えず使用しており、この行動は生まれつきである）と「熟慮的、選択的使用群」（様々

なコーピングの中の１方略として選択しており、相手や状況、自分の状況など様々な理由から

解決先送りコーピングを使用している）があると言う。つまり解決先送りコーピングを選択す

る者には、違った背景を持った２群が存在しているため、適応タイプとの相関が出なかった可

能性が考えられる。 

 

■コーピングスタイルにおいて１SD 以上の被験者を対象とした適応タイプの特徴 

質問紙への回答者全てを分析対象にするのではなく、１つの対人ストレスコーピングを典型的に

行っている対象者の特徴を知るために、得点が１SD 以上の回答者を分析対象者として（ただし、２つ、

もしくは３つの対人ストレスコーピングへの回答が１SD 以上の回答者は除いた）、それぞれの適応タイ

プの偏差の平均を算出した。その結果、ポジティブ関係コーピングのみ適応タイプ間に優位な差が出

た。ポジティブ関係コーピングが１SD 以上の対象者において、偏差の平均が創造的夢想家-0.58、責

任感ある仕事中毒者が 0.42、熱狂的過剰反応者 0.36 であり、「創造的夢想家＜責任感ある仕事中

毒者（有意差あり）」、「創造的夢想家＜熱狂的過剰反応者（有意差あり）」という結果であった。よって、

ポジティブ関係コーピングを中心に用いる人は、責任感ある仕事中毒者の〈思考〉という「ドア」もしくは、

熱狂的過剰反応者の〈感情〉という「ドア」からのアプローチが有効である傾向が示唆された。 

 

４．今後の課題 

 人格適応論では男女差について言及されていない。今後の研究において男女別に分析すると、

違った結果が出てくると考えられる。なお、３つの各ストレスコーピングの中には、様々な要素が含まれ

ている。例えば、ネガティブ関係コーピングの質問項目の中に、明らかに他者との関係を放棄・破壊す

る内容と、そうではない項目が含まれている。よって、質問項目ごとに適応タイプとの関連性を見ていく

ことも必要だと考えている。 
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